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「フロントサブフレーム用アルミニウムダイカストとその品質評価技術の確立」

自動車の軽量化としてサブフレームのアルミニウム化が行われてきたが，鉄に比べてコストが高く中・上級車への採用に留まっていた。こ
の状況を改善すべく，本開発では，①鋳造性とグローバル調達性を考慮しながら破断チル層の影響と厚肉ボス部の鋳巣制御を最適化し，新開
発のAl-10Si-Mg合金で従来のAl-8Si-Mg合金と同等の性能を維持した。②3点曲げ試験を用いアルミニウムダイカスト部品の品質評価技術を確
立すると共に，開発効率の向上および量産品質管理手法の効率化を図った。③CAEの駆使により，軽量薄肉構造とダイカストによる部品統合
を極限まで追求して軽量化と部品コストの大幅低減を実現した。このように，材料技術，設計技術，評価技術を融合させた結果として，従来
の鉄製品比で40%の軽量化を維持しつつ，従来のアルミニウム製品比で15%の低コスト化をも達成した。また，2021年モデルより量産開始し，
以後順次適用拡大が計画されている。
本技術は，サブフレームに限定されるものではなく，近年自動車の電動化で加速するバッテリーケースなど，大型アルミニウムダイカスト
部品へも応用可能であり，軽量化，低コスト化に幅広く貢献できる。また，軽量化の拡大によりカーボンニュートラルにも貢献でき，SDGsの
観点からも意義は大きい。以上より，本技術は，小山田記念賞にふさわしい技術であると判断する。

第56回　小山田記念賞

小山田記念賞は，公益財団法人軽金属奨学会　元理事長　故小山田裕吉氏の功績を記念し，公益財団法人軽金属奨学会より本会に寄贈され
たもので，軽金属の生産および製品の製作に関係したわが国の優れた技術を対象とし，その技術を確立した発明，考案あるいは研究の功績者
に贈る。


